『儒林外史』における空間描写の機能について by 白澤 寛子 & SHIRASAWA Hiroko
『儒林外史』における空間描写の機能について
著者 白澤 寛子










































































































































































































































































































































9 語り手と物語との位置関係については， ロラ γ ・フγレヌフ/レアノレ，ウエレ著，柏
木隆雄他訳『小説の世界~ (綾河台出版社1993年， r第2章視点J)を参考にしたO
10 小))I環樹 rw儒林外史』の形式と内容JCW中国小説史の研究』岩波書j苫1968年p185)o









日以下旬t務伝』の引用は， I容与堂刻本J をj底本とする百四本『水飴伝~ (人民文学
出j友社1975年， Iì李卓吾先生批評水爵伝~)によった。


















22 r風景Jという語は，六朝時代!とは，文字どおり「風と景J(light and atmosphere) 
という意であったが，やがて， 自 ~ζi決る「ながめJ (viewまたは scenery)という意
味へと拡大した。(小)1環樹「中国文学における風景の意義J，Ii).武と繋一中国文学論
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